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研究の目的、PRポイント
介護中、左前十字靭帯を損傷から手術、リハビリを
経て復職した介護主任が「こんなに痛く、辛い思い
を他の職員さんには経験して欲しくない！」と強く
感じたことをきっかけにノーリフト推進チームを立
ちあげました。今回の発表では、2 年間の活動内容
に加え、なかなか職員へ浸透しない現状やリアルを
お伝えする事で、ケアのあり方を考えるきっかけや
導入の後押しになれればという思いを込めています。
それに加えてノーリフトケアが、「当り前」の介護と
して広がって欲しいという願いを込めています。

取り組んだ課題
職員の腰痛や怪我が増加していること、さらに利用
者の移乗時に怪我が発生するケースもみられること
から、ノーリフトケアの必要性について着目した。
しかし、ノーリフトケアの重要性については理解が
あるものの、実際に現場でどのように実践していけ
るのかが課題となった。そこで職員がノーリフトケ
アを実践できる環境作りや意識改革に取り組んだ。

具体的な取り組み
①	ノーリフトに興味・関心のある職員を集め、ノー

リフト推進チームを発足（PT もメンバーとなる）
②	ノーリフトケアの理念の共有
③	職員の体調アンケートを実施し腰痛や体調の確認
④	他施設で実践している職員に協力を依頼し研修を

開催（手軽に始められる移乗方法など）
⑤	福祉用具の安全性や車イスの乗り心地の確認
⑥	福祉用具業者に依頼し用具の取扱いデモを実施
⑦	最も必要な用具を選定・導入
⑧	チームから委員会へ発展そしてノーリフト宣言へ

活動の成果と評価
ノーリフト推進チームの発足後、研修の企画や講師
の依頼、職員へのアンケートを実施を通して、職員
の意識の中にノーリフトケアの必要性が徐々に浸透
していった。またこれまで行なっていた介護の方法
を振り返る機会にもつながった。さらに福祉用具の
活用を進めてきたことで、職員・利用者双方の怪我

や事故が減少する成果が見られた。

今後の課題
まだ、取り組み途中であるため、今後もノーリフト
ケアの理念を職員に浸透させていく必要がある新規
採用職員にも継続的に伝えていかなければならない。
あわせて福祉用具のどう縫うに向けて使用根拠を明
確にし、必要な用具を適切に導入していく事が課題
である。今後もノーリフトケアへの取り組みをさま
ざまな場で発信し、職員も利用者も「心も体も元気
に介護ができる・受けられる」環境を整えていきたい。
ノーリフトケアを業界の当たり前にし福祉・介護の
未来を変えていきたい。
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